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高
齢
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
地
域
支
援
事
業
）

重
層
推
進
室　
（
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
）

 

子
育
て
応
援
課

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
各
種
子
育
て
政
策
、
支
援
事
業

●
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
給
付

●
ひ
と
り
親
支
援
・
こ
ど
も
の
貧
困
・
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
等
各
種
事
業

●
保
育
園
の
管
理
運
営
・
維
持
管
理

●
保
育
園
給
食
栄
養
管
理

●
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営

●
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
推
進

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育

て
応
援
金

●
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
（
ぴ
っ
か
り
ハ
ウ

ス
）の
運
営

●
母
子
に
係
る
予
防
接

種

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

●
母
子
保
健
事
業（
乳
幼
児
健
診
、
妊
婦
健
診
）

●
子
育
て
家
庭
支
援

●
町
の
保
健
室
に
よ
る
子
育
て
相
談

●
妊
娠
・
出
産
・
育
児
支
援
事
業

 

総
務
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
庁
舎
管
理
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
推
進

●
広
域
避
難
所
へ
の
空
調
設
置

●
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
の
配
備

●
広
域
消
防
・
消
防
団
、
地
域
と
連
携
し
た
防

災
・
防
火
活
動

●
警
察
・
防
犯
協
会
と
共
同
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
・
啓
発
活
動

●
辰
野
交
通
安
全
協
会
や
各
区
共
同
の
交
通
安
全

運
動

●
公
共
施
設
の
L
E
D
照
明
等
の
整
備
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
補
助
金
、
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
推
進

●
職
員
の
人
材
育
成
、
職
員
研
修
の
充
実
、
明

る
い
職
場
づ
く
り
の
推
進

●
辰
野
高
校
、
信
州
豊
南
短
大
の
教
育
環
境
整

備
支
援

●
各
区
の
相
談
対
応
、
庁
内
関
係
部
署
と
の
連

絡
調
整

・・
各
区
と
と
も
に
役
員
の
負
担
軽
減
を
考
え
な

が
ら
地
域
の
課
題
解

決
・
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

・・
辰
野
高
校
と
町
が
連
携

し
、
教
育
活
動
や
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。

・・
地
域
防
災
力
の
強
化

と
住
民
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
行
動
で
き
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・・
職
員
の
資
質
向
上
・
チ
ー
ム
力
強
化
に
よ
り
明

る
く
信
頼
さ
れ
る
役
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

担
当
係 	

庶
務
係
・
選
挙
管
理
委
員
会
・
庁
舎
施
設
管
理
係
・

辰
野
高
校
連
携
推
進
室
・
危
機
管
理
係
・
文
書
係
・

秘
書
室
・
職
員
係

 

ま
ち
づ
く
り
政
策
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
取
り
組
み

●
人
口
減
少
対
策
の
推
進

●
公
民
連
携
の
推
進

●
移
住
定
住
施
策
に
よ
る
定
住
人
口
増
加
対
策

●
地
域
公
共
交
通
計
画
に
よ
る
交
通
弱
者
対
策

の
推
進

●
ふ
る
さ
と
納
税
額
の
拡
大

●
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
公
共
施
設
の
適
正
管
理

●
多
文
化
共
生
の
推
進

●
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化

●
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
推
進

●
内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
移
行

●
各
種
広
報

・・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
中
央
本
線
（
辰
野
ー
塩
尻
駅
間
）

の
利
用
促
進
。

・・
災
害
時
外
国
人
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
開
催
。

・・
人
口
増
へ
の
取
組
み

と
関
係
人
口
創
出
の

推
進
。

・・
特
産
品
の
魅
力
発
信

に
よ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
額
の
拡
大
へ
。

・・
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
、
共
通

化
で
行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進
。

・・
窓
口
手
数
料
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

利
便
性
を
向
上
。

・・
ほ
た
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
、
広
報
た
つ
の
で
町

の
情
報
を
広
く
住
民
に
伝
え
ま
す
。

担
当
係 	

企
画
経
営
係
・
ま
ち
づ
く
り
係
・
財
政
係
・

地
方
創
生
係
・
広
報
Ｄ
Ｘ
推
進
室

 

住
民
税
務
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
総
合
窓
口
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

●
３
Ｒ
の
啓
発
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
周
囲
と
調
和
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

設
備
設
置
に
か
か
る
条
例
の
適
正
な
運
用

●
消
費
生
活
相
談
体
制
の
充
実
と
消
費
者
被
害

の
防
止

●
特
定
健
康
診
査
の
受
診
促
進
実
施

●
適
正
な
課
税
と
滞
納
者
へ
の
公
正
・
公
平
な

滞
納
処
分
の
実
施

・・
役
場
全
体
の
総
合
窓

口
と
し
て
、
気
持
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら

も
正
確
、迅
速
、丁
寧
、

適
切
な
対
応
に
努
め

ま
す
。

・・
住
民
生
活
の
基
本
と
な

る
身
分
や
権
利
関
係
、

納
税
、
生
活
環
境
、
健

康
等
に
関
わ
る
事
務
を
適
正
に
行
い
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

・・
不
法
投
棄
の
防
止
、
ご
み
の
分
別
と
減
量
化

を
進
め
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

・・
健
診
や
保
健
指
導
の
受
診
率
を
高
め
疾
病
予
防

と
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・・
適
正
な
課
税
を
お
こ
な
い
、
初
期
滞
納
者
へ

の
早
期
対
応
、
滞
納
者
へ
の
公
正
で
公
平
な

滞
納
処
分
を
進
め
ま
す
。

担
当
係 	

住
民
係
・
生
活
環
境
係
・
国
保
医
療
係
・

資
産
税
係
・
住
民
税
係
・
諸
税
係
・
徴
収
係

 

保
健
福
祉
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
健
康
増
進
事
業

　
（
循
環
器
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
、
歯
周
疾

患
健
診
、
健
康
教
室
、
食
育
促
進
な
ど
）

●
予
防
事
業

　
（
定
期
予
防
接
種
、
結
核
検
診
、
一
部
任
意

予
防
接
種
の
費
用
助
成
）

●
自
殺
対
策
・
精
神
保
健
事
業
の
推
進

　
（「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」等
の
開
催
）

●
障
が
い
者（
児
）福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
給
付

●
介
護
予
防
・
介
護
保
険
事
業

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

●
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
の
実
施

・・
支
援
を
必
要
と
す
る

様
々
な
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
、
全
て
の

人
と
地
域
が
つ
な
が

る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

・・
町
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
の
身
体
や
心
の

状
態
を
知
り
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く

る
と
い
う
意
識
を
高
め
、
地
域
全
体
が
個
人

の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
支
援
す
る
環
境

を
つ
く
り
ま
す
。

・・
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
す
た
め
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

・・
障
が
い
者
福
祉
施
策
の
推
進
と
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
障
が
い
者
（
児
）

が
住
み
慣
れ
た
地
域
社
会
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

担
当
係 	

社
会
福
祉
係　
（
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
民
生
児
童
委
員
・

生
活
保
護
・
生
活
困
窮
・
日
赤
奉
仕
団
・
恩
給
）

障
が
い
福
祉
係　
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
が
い
者（
児
）支
援
）

介
護
保
険
係　
（
介
護
保
険
事
業
・
介
護
認
定
調
査
・

介
護
保
険
料
）

保
健
係
（
健
康
増
進
・
予
防
接
種
・
自
殺
対
策
・
精

神
保
健
・
食
育
促
進
・
献
血
）

保
健
指
導
係　
（
歯
科
保
健
）

●
就
学
相
談

・・
各
種
子
育
て
政
策
・

支
援
事
業
に
加
え
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

こ
ど
も
の
貧
困
、
ひ

と
り
親
支
援
な
ど
に

取
組
み
ま
す
。

・・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
子
育
て
支
援
制

度
の
周
知
を
は
か

り
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
と

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・・
多
子
世
帯
等
の
保
育
料
を
軽
減
し
、
保
育
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
保
育
環

境
の
向
上
を
図
り
、
保
育
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

・・
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
で
は
、
子

育
て
世
帯
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
多
様

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
、
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・・
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
子
育
て
応
援
金
事
業
で
は
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な

い
支
援
を
行
う
た
め
に
、
健
康
や
育
児
に
関

す
る
相
談
支
援
を
行
う
「
伴
走
型
相
談
支
援
」

と
、
出
産
や
子
育
て
に
係
る
費
用
の
一
部
を

支
援
す
る「
経
済
的
支
援
」と
し
て
出
産
準
備

金
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金
の
給
付
を

行
う
ほ
か
、
お
む
つ
ク
ー
ポ
ン
券
の
支
給
や

多
言
語
通
訳
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
外
国
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

担
当
係 	

子
育
て
政
策
係
・
こ
ど
も
保
育
係
・

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
）

町民憲章（平成３年 12 月 20 日制定）

辰
野
町
は
日
本
の
真
ん
中

ひ
と
も　

ま
ち
も　

自
然
も
輝
く

光
と
緑
と
ほ
た
る
の
町

私
た
ち
は

自
然
を
愛
し　

歴
史
に
た
ず
ね

仕
事
に
励
み　

暮
ら
し
を
高
め

子
ど
も
も
お
と
な
も　

学
び
合
い

思
い
や
り
は
深
く　

健
康
で

広
く
世
界
へ
目
を
向
け
て

平
和
で
伸
び
ゆ
く
町
を
つ
く
り
ま
す

新町発足 70 周年を記念した一年を終え、新たな一歩を踏み出した辰野町。様々
なイベントを通じて住民の皆さまとの絆を強く感じることができました。
これからも辰野町は皆さまが安心し、一人ひとりが町に、そして自分自身に誇
りを持てるよう、明るい未来へ向かって職員一同、邁進していきます。
今年度の役場の取り組みをお知らせします。

課長　三浦 秀治

課長　桑原 高広

課長　矢島 秀教

課長　髙倉 健一郎 課長
高津　稔

DX・地方創生担当課長
赤羽 謙一

17区と町は行政の両輪
安心安全に暮らし続けられる

まちを目指します

「誰もが健康で安心して
暮らせる地域共生のまち
たつの」へ向けて

明るく、迅速丁寧な
役場の総合窓口

マイナンバーカードの普及

安心して子育てができるまち
子育て家庭にやさしいまちへ

「一人ひとりの活躍がつくり出す
住み続けたいまち」の実現に向け、

関連施策を推進します
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・・
松
く
い
虫
被
害
対
策
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

区
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な
防
除

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

・・
ク
マ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
計
画
を
導
入
し
、
ク

マ
の
生
息
域
と
人
の
生
活
圏
を
明
確
に
区
分

し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
応
じ
た
適

切
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

・・
ホ
タ
ル
を
は
じ
め
豊
か
な
資
源
を
活
用
し
て

観
光
客
を
増
や
し
ま
す
。

・・
商
工
業
事
業
者
の
事
業
継
承
や
取
引
拡
大
、

人
材
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

担
当
係 	

農
政
係
・
農
業
委
員
会
・
耕
地
係
・
林
務
係
・

松
枯
れ
緊
急
対
策
係
・
観
光
係
・
企
業
支
援
係
・

商
工
振
興
係　
　
　

 
建
設
水
道
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
道
路
、
河
川
の
改
良
・
改
修
及
び
維
持
修
繕

●
都
市
計
画
の
見
直
し

●
治
水
、
砂
防
、
急
傾
斜
地
の
事
業
促
進

●
辰
野
町
定
住
促
進
奨
励
金
及
び
一
般
住
宅
の

耐
震
化
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

●
町
営
住
宅
の
維
持
・
修
繕
・
管
理

●
上
下
水
道
事
業
の
健
全
経
営

●
飲
料
水
の
安
定
供
給
、
浄
水
場
整
備

●
下
水
道
施
設
の
機
能
維
持
・
向
上

・・
道
路
や
河
川
の
改
良
改
修
及
び
維
持
修
繕
工

事
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

 

議
会
事
務
局
兼

 

監
査
委
員
事
務
局

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
円
滑
な
議
会
運
営

●
議
会
活
性
化
の
推
進

●
町
民
へ
の
情
報
発
信
と
議
会
で
の
情
報
受
信

●
監
査
機
能
の
充
実

・・
効
率
的
で
円
滑
な
議

会
運
営
お
よ
び
、
十

分
に
議
会
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援

を
お
こ
な
い
ま
す
。

・・
議
会
活
性
化
の
推
進

と
し
て
、
議
員
の
学

校
、タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ（
子
育
て
世
代
）、

中
学
生
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

・・
議
会
中
継（
生
配
信
）ほ
か
、
議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、
広
く
情
報
の
共

有
化
を
図
り
、
身
近
で
開
か
れ
た
魅
力
あ
る

議
会
を
目
指
し
ま
す
。

・・
行
政
の
合
理
的
か
つ
能
率
的
な
運
営
を
、
公

正
・
不
偏
な
立
場
で
監
査
し
、
町
民
の
行
政

に
対
す
る
信
頼
性
の
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

担
当
係 	

庶
務
係
・
監
査
委
員
事
務
局

 

産
業
振
興
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
農
業
の
振
興
と
農
村
の
活
性
化
の
推
進

●「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」及
び
有
機
農
業
の

推
進

●
鳥
獣
被
害
対
策
・
松

く
い
虫
対
策
の
推
進

●
将
来
を
見
据
え
た
森

林
整
備
の
推
進

●
農
村
地
域
に
お
け
る
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進

●
ホ
タ
ル
の
保
護
育
成

●
商
工
業
事
業
者
へ
の

支
援

・・
農
地
の
保
全
を
基
盤
と
し
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
配
慮
し
た
農
業
や
有
機
農
業
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
辰
野
町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る

農
業
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

・・
辰
野
町
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
振
興

を
進
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
図
る
と

と
も
に
、
有
機
農
産
物
を
核
と
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

・・
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
や
農
地
の
集
積
・
流

動
化
を
進
め
、
意
欲
あ
る
新
規
就
農
者
の
確

保
と
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

●
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
に
向
け
た
準
備

●
文
化
財
の
保
護
と
活
用

・・
町
民
の
文
化
活
動
の

発
表
の
場
と
し
て
辰

野
町
民
会
館
を
活
用

す
る
と
と
も
に
オ
ペ

レ
ッ
タ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
自
主
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

・・
各
種
公
民
館
講
座
を
開
催
し
、
生
活
文
化
力

の
向
上
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
ま
す
。

・・
辰
野
美
術
館
で
は
常
設
展
の
ほ
か
、
各
種
特

別
展
を
開
催
し
、
町
民
の
文
化
の
質
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

・・
図
書
館
の
蔵
書
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
多

様
な
催
し
（
ス
プ
リ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
や
講
演
会
を
開
催

し
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
場
と
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

・・
町
内
に
存
在
す
る
歴
史
・
文
化
・
自
然
的
な

資
産
を
掘
り
起
こ
し
て
指
定
し
、
保
存
・
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
魅
力
を
引
き

出
し
ま
す
。

・・
部
活
動
の
地
域
展
開
や
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

・・
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
辰

野
町
駅
伝
大
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
こ
と
で
運
動
習
慣
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
ま
す
。

・・
荒
神
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
環
境
整
備
や
施
設

改
修
を
行
い
、
よ
り
快
適
に
施
設
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

担
当
係 	

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
室
・
社
会
教
育
係
・

公
民
館
・
図
書
館
係
・
美
術
館
係
・
文
化
係
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
・

公
園
管
理
係

・・
時
代
に
あ
っ
た
都
市
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

・・
町
営
住
宅
の
維
持
、
修
繕
、
管
理
、
一
般
住

宅
の
耐
震
化
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
住
環
境

整
備
を
行
い
ま
す
。

・・
上
下
水
道
施
設
の
更
新
、
耐
震
化
及
び
長
寿

命
化
に
取
り
組
み
、
上
下
水
道
事
業
の
健
全

経
営
を
図
り
ま
す
。

担
当
係 	

建
設
管
理
係
・
建
設
工
務
係
・
都
市
計
画
推
進
室
・

住
宅
係
・
施
設
管
理
係
・
上
水
道
管
理
係
・
上
水

道
工
務
係
・
下
水
道
管
理
係
・
下
水
道
工
務
係

 

教
育
委
員
会

 

学
校
支
援
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
英
語
あ
そ
び
の
充
実

●
小
学
校
理
科
の
専
科
教
員
に
よ
る
学
び
お
よ

び
高
学
年
教
科
担
任
制

●
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
・
教
育
支
援
員
配
置

●
学
校
支
援
主
事
２
名
体
制
に
よ
る
学
校
支
援

●
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
・
活
用
推
進

●
学
び
の
支
援
教
室「
わ
た
げ
」「
た
つ
の
こ
学
舎
」

●
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

●
外
国
籍
児
童
生
徒
支
援

●
た
つ
の
Ｅ
サ
ミ
ッ
ト

●
小
中
学
校
の
管
理
運
営
・
施
設
補
修
・
防
犯
対
策

●
学
童
ク
ラ
ブ

●
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育

●
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
推
進

・・
質
の
高
い
授
業
を
支
援
し
、
個
性
や
特
性
に

応
じ
た
学
び
を
保
障
し
ま
す
。

 

会
計
室

　

会
計
室
の
目
標

●
厳
格
な
伝
票
審
査
を
行
い
、

正
確
な
収
納
・
支
払
い
処
理
を
お
こ
な
い
ま

す
。

●
予
算
に
基
づ
く
収
入
と
支
出
を
把
握
し
、
円

滑
な
資
金
運
用
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
出
納
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
関

係
各
課
と
連
携
し
進
め
ま
す
。

●
役
場
の
入
口
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
明
る
く
、

親
切
・
丁
寧
な
対
応
に
努
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
す
。

担
当
係 	

出
納
係  

●
収
入
印
紙
・
収
入
証
紙
・
切
手
・
は
が
き
・
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
の
取
り
扱
い
も
し
て
お
り
ま
す
。

 

町
立
辰
野
病
院

　

病
院
の
理
念

町
立
辰
野
病
院
は
地
域
住
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
、
明
る
く
、

優
し
い
、
安
心
の
で
き
る
医
療
を
提
供
し
ま
す

課長
丸山 貴之

商工観光担当課長
岡田 圭助

・・
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
や
知
性
、
郷
土

愛
を
育
め
る
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
。

・・
教
室
に
入
り
に
く
さ
を
感
じ
た
り
、
学
習
上
、

生
活
上
の
困
難
さ
を
感
じ
た
時
に
、
別
の
教

室
で
個
別
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
支
援
を

行
い
、
そ
の
改
善
や
克
服
を
図
り
ま
す
。

・・
少
子
化
に
対
応
し
た
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
始
め
ま
す
。

・・
学
校
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
、
子
ど

も
た
ち
が
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活
を
送
る

た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

・・
放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な
運
営

を
行
い
ま
す
。

・・
地
元
農
産
物
を
使
用
す
る
取
り
組
み
を
行
な

い
、
安
全
で
安
心
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

担
当
係 	

教
育
総
務
係　
（
教
育
委
員
会
・
教
育
支
援
・
学
童
ク
ラ
ブ
）

学
校
教
育
係　
（
小
中
学
校
・
就
学
援
助
・
学
び
の

支
援
教
室
）

学
校
Ｄ
Ｘ
推
進
係　
（
学
校
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
）

教
育
委
員
会

 

学
び
の
支
援
課

　

主
な
取
り
組
み
事
業

●
町
民
会
館
・
美
術
館
・
図
書
館
の
各
種
催
し
、

特
別
展
の
開
催

●
公
民
館
活
動
の
推
進

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

●
荒
神
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
環
境
整
備
・
施
設

の
運
営
と
関
係
施
設
と
の
連
携

　

基
本
方
針

①
医
療
人
と
し
て
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域
の

病
院
と
し
て
、質
の
高
い
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

②
皆
で
協
力
し
あ
い
、
真
心
の
こ
も
っ
た
親
切

な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

③
患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
と
看
護
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

④
病
院
間
及
び
病
院
と
診
療
所
の
連
携
を
深

め
、
地
域
医
療
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
患
者
さ
ん
の
権
利
を
尊
重
し
ま
す
。

　

病
院
の
目
標

●
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

居
宅
介
護
支
援
の
充
実
を
は
か
り
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
・
在
宅
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●「
地
域
に
飛
び
出
す
辰
野
病
院
」を
目
指
し
ま

す
。

●
常
勤
医
師
の
確
保
を
引
き
続
き
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
病
院
の
健
全
経
営
に
向
け
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

診
療
科
案
内 	

内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
・
小
児
科
・
産
婦

人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
皮
膚
科（
月
曜
日
の
み
）・
泌

尿
器
科（
水
曜
日
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
）・
神
経
内

科（
水
曜
日
の
み
）

※
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

課長　熊谷 健司
議会事務局長兼

監査委員事務局長
菅沼 由紀

会計管理者
上島 淑恵

事務長
桑原 さゆり

課長　竹村 智博

課長　菅沼 隆之

未来へつながる
明るい「辰野町の産業」を

応援します

安全で快適に
暮らし続けられる

まちづくりを推進します

議会の活性化を
推進し、誰からも親しまれる
開かれた議会を目指します

学校と地域で郷土を愛する
心を醸成し、生きる力を育む

教育の推進

正確で迅速、誤りのない出納事務、
明るく、親切・丁寧な窓口対応で、
「信頼されるまち」を目指します

愛され信頼される
病院づくりを目指します

豊かな人生が送れ、
社会への参加ができるよう、
生涯学習活動を応援します

広　報　たつの 5 月号　45　広　報　たつの 5 月号



広　報　たつの 5 月号　67　広　報　たつの 5 月号

赤羽区　

平出区　

上辰野区　

羽場区　

小野区　

上島区　

小横川区　

今村区　

宮木区　

　川島区

　宮所区

　下辰野区

　北大出区

　唐木沢区

　新町区

　樋口区

　沢底区

　町内には17の区（町内自治会）があり、それぞれに「耕地」
「常会」「分区」などと呼ぶ自治組織があります。地域の和（輪）
を広げ、身近な環境を良くするよう地域住民が自主的に運営
している組織です。
　ご近所のお付き合いは、災害時にも互いに助け合える（共
助）など安心・安全な暮らしに欠かせません。また行政情報
の伝達、地域がひとつになれるイベントの開催といった様々
な活動に取組んでいます。
　みんなが暮らしやすく、豊かな地域となるよう区の活動へ
ご理解ご協力ください。

役場総合窓口では、各自治会のご案内を転入された方やご希
望の方に差し上げています。

自治会にはいりませんか？

は
じ
め
ま
し
て

　

今
年
度
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
17
人
の
区
長
と
、
４
月
に
着
任
さ
れ
た

辰
野
東
小
学
校
校
長
、
辰
野
消
防
署
長
、
辰
野
町
警

部
交
番
所
長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

赤羽 永臣 区長

堀内 克宏 区長長田 邦弘 区長

尾坂　一 区長

百瀬 泰長 区長

丸茂 豊 区長

赤羽　誠  区長

瀬戸 浩文 区長

赤羽 修一 区長

樋口 和男 区長

宮澤 正樹 区長

矢島 義夫 区長

桑澤 英明 区長

松澤 昭雄 区長髙井　学 区長

有賀 秀明 区長

根津 雄一 区長

枕草子に詠まれた小
野の里、歴史と文化
の香る里

名水「徳本水」と
「三十三札所観音」　
史跡溢れる里

若者が好きになる　
そんな区になればい
いな！

コンパクトですが災
害に強い区を目指し
ます。

セツブンソウが自生
し、春の訪れを告げ
る上島

桜回廊のように、絆
でつながる住みよい
街へ

清流と助け愛の里、
民宿と釣り堀で楽し
めます

赤羽区です。お立ち
寄りください。

赤羽区HP▶

令和７年度、待望の
エアコンが設置され
ました。

先人が守り継なげて
きた 山紫水明の源流
の里川島

里山愛護会と子ども
会、麦踏んで「どんぶ
や」へ

思いやりのある温か
いまちを！！

桑沢山の麓 辰野の南
の玄関に天狗と獅子
が舞う里 北大出

柳澤（唐木沢）の水は
夏でも冷たく絶品で
す。

四季折々の田園風景
に癒されます。

歴史と自然が豊かな
沢底

水仙、桜、レンギョ
ウに花桃　彩りあふ
れる新町区

　初めて教壇に立ったのがここ辰野
町なので戻ってこられて嬉しく思い
ます。
　『できた！わかった！』という楽し
さや喜びをたくさん味わえる学校を
子どもたちと一緒に作り、そして辰
野町の活気溢れる子どもたちを真
ん中にして、皆様と力を合わせ、笑
顔溢れる学校づくりを進めてまいり
たいと思っております。
　よろしくお願いします。

　消防の仕事が大好きで強い誇りとやりが
いを感じています。
　今年度は「辰野愛！」を信条とし、「早寝・
早起き・朝ごはん」を座右の銘として規則正
しい生活を心がけています。
 朝ごはんをしっかり食べてから元気に出勤
し、朝礼では署員の志気が高まるよう「さあ
いこう！」の掛け声をかけています。
　辰野町を誰よりも愛し、24人の署員ととも
に皆さまの生命、身体及び財産を守るため、
情熱（パッション）をもって仕事に取り組みます。
　よろしくお願いします。

　趣味は野球観戦や読書、温泉。休
日はコーヒーを飲みながら読書をす
るほか、春から秋は軟式野球の審判
をすることがあります。
　オリンピック選手が言っていた

「意識の差が結果の差、目標あって
結果あり」をモットーとし、犯罪被
害や交通事故のない町を目指し、町
民の皆様が安全に安心して暮らすこ
とができるよう努めてまいります。
　よろしくお願いします。

大
槻 

織お
り
詠え 

校
長

倉
田 

晃
一 

署
長

齊
藤 

俊
博 

所
長

辰野消防署 辰野東小学校辰野町警部交番
箕
輪
町
出
身

茅
野
市
立
玉
川
小
学
校
よ
り

駒
ケ
根
市
出
身

伊
那
消
防
署
よ
り

長
野
市
出
身

諏
訪
警
察
署
よ
り

区
長
会
副
会
長

区
長
会
長

問役場総務課
　内線2202
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マイナンバーカード
に関する土曜日の窓口開設

問役場住民税務課　住民係　内線2116

●窓口開設日時・内容など
開設日 受付時間 業務内容

５月２日（土）
午前９時
～正午

マイナンバーカー
ドの申請・交付、
電子証明書更新、
暗証番号の初期
化・再設定など６月６日（土）

・マイナンバーカードに関す
る業務のみ受付けます。ご利
用の方は、開設日の前日午後
４時までにご予約ください。 ▲町公式

LINE

今
月
の
納
税

問
役
場
住
民
税
務
課
　
徴
収
係

　
内
線
2
1
1
1

・
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す
。

自
動
車・二
輪
車
等
を

お
持
ち
の
み
な
さ
ん

　
４
月
１
日
現
在
の
登
録
名
義
人

の
方
へ
納
税
通
知
書
を
５
月
中
旬

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
、
所
有
し
て
い
な

い
車
等
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た

な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
方
は

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
自
動
車
税
に
つ
い
て

問
南
信
県
税
事
務
所
　
総
務
係

　
0
2
6
5
ー
76
ー
6
8
0
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詳
し
く
は
直
接
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

　
納
税
に
つ
い
て

問
役
場
住
民
税
務
課
　
諸
税
係

　
内
線
2
1
0
9・2
1
1
1

●
納
付
書
に
よ
る
納
税

納
税
通
知
書
の
は
が
き
が
納
付
書

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

次
の
場
所
で
納
税
で
き
ま
す
。

・
役
場
会
計
室

・
金
融
機
関（
郵
便
局
含
む
）

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

　
（auPAY/d

払
い/PayPay/

Fam
iPay

請
求
書
払
い
）

・
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
（
地
方
税

お
支
払
サ
イ
ト
）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
な
ど
で
納
付
で

き
ま
す
。

※
各
種
支
払
い
の
方
法
は
納
税
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
に
よ
る
納
税

　
振
替
日　
６
月
1
日(

月)
「
人
権
特
設
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

問
法
務
局
伊
那
支
局
内

　
伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
0
2
6
5
ー
78
ー
3
4
6
2

　
人
権
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
伊
那
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
で
は「
人
権
特
設
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
家
族
間
の

問
題
、
離
婚
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
職
場
や
学
校
で
の
差
別
や
い

じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
、
ま
た
生

活
上
の
悩
み
ご
と
・
困
っ
て
い
る

こ
と
・
心
配
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
町
の
人
権
擁
護
委
員
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
、相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　
６
月
２
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場

　
辰
野
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

無
料
法
律
相
談

問
・
申
込
み
　
役
場
総
務
課
　
文
書
係

　
内
線
2
2
0
8

　
辰
野
町
の
顧
問
弁
護
士
・
長
谷

川
洋
二
弁
護
士
が
、
日
常
生
活
で

の
困
り
ご
と
や
法
律
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
予
約
制

で
15
分
程
度
で
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
先
ず
は
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

■
日
時　
５
月
20
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
会
場　
町
民
会
館

■
予
約
な
ど　

・
５
月
１
日（
金
）か
ら
電
話
で
受

付
け
ま
す
。

・
先
着
６
組
に
な
り
次
第
締
切
。

・
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　原材料・エネルギー価格の高騰、円安に
よる輸入コスト増、人手不足による物流費・
人件費の上昇等による物価高騰で、特に大
きな影響を受けている町内の各事業者の皆
さまを支援します。
１．支給額　１事業者につき　一律10万円
２．申請期間　5月18日（月）から
　　　　６月30日（火）まで
　対象者や申請方法等、詳しく
はホームページをご確認くだ
さい。

令和８年度 辰野町二十歳のつどい令和８年度 辰野町二十歳のつどい
実行委員募集実行委員募集

問・申込み　辰野町公民館事務局　 41-1681

　成年年齢は18歳になりましたが、町では従来通り
20歳の方を対象に式典を開催します。
■開催日・会場　８月15日（土）辰野町民会館 ホール
■対象者・辰野町に住所がある平成17年４月２日から

平成18年４月１日までに生まれた方
　　　　・平成29年度辰野町内小学校卒業者と令和２

年度辰野中学校、両小野中学校（名簿住所
が辰野町の方）卒業者

◆実行委員を募集◆
　式典の企画・運営をしていただく実行委員を募集し
ています。思い出に残る式典となるようご協力をお願
いいたします。
　多くのみなさんのご応募をお待ちしています。
＜実行委員会の主な役割＞
・式典の企画・運営
・招待状の発送
・パンフレット等の封入作業
・当日の受付　など

ご予約
ください

辰野町エネルギー価格高騰対策
建設業・製造業・飲食サービス業
辰野町料飲店組合・道路貨物運送業
タクシー業・福祉施設 支援金
問・申請先　役場産業振興課 商工振興係　内線2145

こころの相談室

詳しくはこちら▲

　誰かに聴いてほしい悩み事をご相談ください。誰かに聴い
てもらうことで心が軽くなります。
日　時　５月20日（水）　午後１時～４時
会　場　たつの町保健福祉センター
その他　・相談は無料で秘密は厳守。
　　　・精神保健福祉士、保健師が相談に応じます。
　　　・予約可能ですが、予約なしでも利用いただけます。

物価高騰対策事業

問・予約　役場保健福祉課　保健係
　　　　　 43－3335（直通）

　町出身の画家・染色家の
林節子さんは、1961年に
第37回伊那美術展に出品

して以来60年以上にわたり制作を続けて
います。長野県展で知事賞などを受賞し、
1998年からは国展にも出品。また独学で
はじめた草木染では、町内外で各講座の講
師を務めるなど、郷土の文化発展に貢献さ
れています。本展では油彩と草木染あわせ
て約80点を展示しています。

入館料　大人300円、高校生以下無料　
休館日　月曜日（５/４は開館）、５/７（木）

心身障害者扶養共済制度の
ご案内

問役場保健福祉課　障がい福祉係　内線2130

　心身障害者扶養共済制度は、障がいのある方
を扶養している保護者のための共済制度です。
加入者（保護者）がお亡くなりになった時、また
は重度障がい者となった時、扶養する障がい者
の方へ終身年金が支払われます。掛金は、全額
が所得税・住民税の所得控除となります。
＜加入資格＞
・加入者（保護者）が65歳未満の健康な方である
こと

・障がいをお持ちの方を扶養していること 等
　制度や加入方法について、詳細は長野県健康
福祉部障がい者支援課（ 026-235-7104）まで
お問合わせください。
　また、町では「辰野町心身障害者扶養共済制度
掛金補助金交付要綱」に基づき、掛金を補助する
制度があります。詳細は、町ホームページ内の
例規集でご確認いただくか、役場保健福祉課障
がい福祉係までお問合わせください。

申込みは
お電話にて！

会期
～５月17日（日）

まで開催中

風
誘
う
心
の
景
色

林
節
子
展

問
辰
野
美
術
館
　
43
ー
0
7
5
3

問役場住民税務課　国保医療係　内線2103・2113
マイナ保険証については　マイナンバー総合　 0120-95-0178

■マイナ保険証を利用しましょう
●マイナ保険証利用のメリット
○医療機関・薬局の受付がマイナ保険証１枚でできる　
◯手続きなしで高額な医療費の支払いが１医療機関自己負担
額までになる

◯薬剤情報などを共有し、よりよい医療を受けられる
◯マイナポータルで確定申告時に医療費控除が簡単になる
　（１年分の医療費控除が申告でき、領収書の管理が不要になる）
●マイナ保険証のご利用方法
　マイナンバーカードをまだお持ちでない方は、カード交付の
申請が必要です。申請は役場総合窓口でも受付けております。
マイナンバーカードをお持ちの方は、保険証としての利用登
録をしてください。利用登録は医療機関の受付（カードリー
ダー）やマイナポータルサイト、セブン銀行ＡＴＭからご登
録できます。
　医療機関窓口でマイナ保険証をご利用の際には、受付の
カードリーダーにマイナンバーカードをご提示ください。な
お、お薬情報や健康診断結果、高額療養費の自己負担限度区
分を医療機関等へ情報提供する際には受付時に受診者本人か
らの同意が必要となります。

㋙㋗㋭からのお知らせ
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事業所・企業のみなさまへ　令和８年経済センサス-活動調査
－調査員が訪問します－　 問役場まちづくり政策課　まちづくり係　内線2226、2227

　経済センサス-活動調査　コンタクトセンター　 0120-138-102

く
ら
し
は
な
ま
る
術

く
ら
し
は
な
ま
る
術

暮
ら
し
に
役
立
つ
　
ち
ょ
っ
と
い
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話

問
役
場
住
民
税
務
課
　
生
活
環
境
係
　
内
線
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■
猫
の
繁
殖
制
限
手
術
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
町
内
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
不
妊
去
勢
手
術
費
に
対
す
る
補
助
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

町
内
に
居
住
す
る
個
人
又
は
町
内
の
猫
を
対
象
と
し
活
動
す

る
団
体
で
、
動
物
病
院
で
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
手
術
を
受
け

さ
せ
た
方
。

※
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
方
・
営
利
を
目
的
と
し
て
猫
を
飼

養
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

●
補
助
金
の
額

　

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
係
る
金
額
に
対
し
、
一
匹
に
つ
き

3
0
0
0
円
で
す
。

※
申
請
方
法
等
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

生
活
環
境
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
野
良
ネ
コ
に
無
責
任
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
〉

　

野
良
ネ
コ
に
一
度
餌
を
与
え
る
と
餌
を
求
め
て
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
子
猫
も
生
ま
れ
野
良
ネ
コ
が
増
え
て
し
ま
い
、
ご
近
所

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
無
責
任
に
餌

を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
猫
に
餌
を
与
え
た
場
合
、
後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
置
き

餌
を
し
な
い
）

・
猫
の
ト
イ
レ
を
用
意
し
て
猫
の
糞
は
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
猫
が
む
や
み
に
生
ま
れ
な
い
よ
う
不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

猫
の
数
が
多
く
て
手
術
し
き
れ
な
い
、
手
術
代
が
心
配
、
猫

が
捕
ま
え
ら
れ
な
い
…
等
、
猫
の
手
術
で
お
困
り
の
方
は
、
保

健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

伊
那
保
健
所
　
食
品
・
生
活
衛
生
課
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5
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（
直
通
）

　令和８年６月１日を期日とし
て、全国一斉に「経済センサス
－活動調査」が実施されます。
　この調査は、基幹系調査とい
われる特に重要な統計調査で
す。回答にご協力をお願いいた
します。

目的：すべての事業所および企
業の経済活動の状態を明
らかにすること

対象：すべての事業所および企
業（個人で農業・林業を
営んでいる方は除く）

町からのお願い
　町内間であっても、薪用などの
アカマツ材を移動することによ
り、松くい虫被害が近くの山へ伝
播する可能性があります。地域の
山から搬出した木材は、できるだ
けその地域内で消費し、早めにご
使用いただきますよう、皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

●町ＨＰには、“アカマツ林施業
指針”の全文や
松枯れ発見報告
フォーム、松枯
れマップを掲載
しております。

アカマツ材の取り扱いには十分ご注意ください
問役場産業振興課　松枯れ緊急対策係　内線2151

Web+OA事務科 受講者募集 問南信工科短期大学校　 0265-71-5051

▲詳しくは
こちらから

　現在、辰野町においてはアカマツに対する松くい虫被害（松枯
れ）が拡大している状況です。町では、このたび策定した被害対
策実施計画に基づき、防除対策事業を進めています。被害の拡大
を防ぐため、アカマツ材の移動や取り扱いには一定の制限が設け
られています。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　長野県および上伊那地域で定められている「松くい虫被害対策
としてのアカマツ林施業指針」の一部をご紹介します。

・未被害地域（岡谷市・諏訪市など）へのアカマツ材の持込み
は通年制限となります。

・被害地域へは10月から翌年５月末まで未被害木の移動が可
能ですが、未被害木以外はマツノマダラカミキリの脱出時
期（５月末）までに破砕等の処理が確実に行われる場合に限
ります。それまでに処理できない木材は移動できません。

・標高900m未満の地域でアカマツを伐採したら、その丸太
を適切に処理する事はもちろんですが、やむを得ず“残材や
太めの枝”を林内に残す場合も、カミキリの産卵対象とさせ
ない為に、乾燥を促す等の処理が必要です。　　

募集期間：５月21日（木）まで　　受講期間：６月12日（金）～９月11日（金）
募集定員：10名（応募者が少数の時は開講できない場合があります）
受講料：無料（教科書代等別途自己負担あり）　　訓練場所：ＬＭＣビジネススクール伊那校
対象者：ハローワークの受講指示または受講推薦を受けた方で、再就職の意欲を持って全訓練期間を受講できる方

信州辰野ほたる祭り
第78回

問ほたる祭り実行委員会（役場産業振興課内）内線2145・2147

開
催

　詳細は広報たつの 6月号、町観光サイトなど
でお知らせします。
■ホタルの観賞（ほたる童謡公園） ■イベント （内容は変更となることがあります）

期間6月13日（土）～21日（日）

●町民と中学生以下、町内在学生は
　無料です
•町民の皆さまには入園無料券・駐車料
金割引券を配布します。入園時に入園
無料券か免許証など住所確認ができる
ものをご持参ください。
•信州豊南短期大学生は学生証、辰野高
校及び、つくば開成学園高校辰野本校
生徒は生徒手帳提示で無料。

イベント 開催日時・期間 会場・区間

開幕式
6月13日（土）午後5時～（予定） JR辰野駅前

開幕式前後で町内小中学校などの発表があります。

ほたる電飾 ６月６日（土）～６月21日（日）（予定）
午後6時～10時　　　　 大城山

歩行者天国 土曜日
　6月13日・20日午後5時～10時
日曜日
　6月14日・21日午後5時～  9時

伊那富橋・平出
四つ角～松尾峡

辰野町の
じもとイチ! 

辰野駅
お祭り広場横

露天商出店 期間中（詳細は後報）
下辰野商店街

たつの
ピッカリ踊り

6月20日（土）午後5時30分～6時30分

１部「ほたる小唄」・２部「はひふへホタル」・
３部「龍の大地に集う者」を踊ります。出場され
る連を大募集！申込みは観光サイトからどうぞ。

期間
（予定）

６月５日（金）～21日（日）

ホタルの発生状況により変更
があります。

入園料

・1人1回 ￥500
　（ホタル保護育成協力金）
・15人以上の団体は１人 
¥400に割引きします。

ほたる祭りが
はじまるよ

Webサイト構築の基礎から、
幅広い職種に対応する基礎的
パソコン操作を学びます。

回答期限　６月８日(月)
１．緑色の封筒
〇対象▶︎支所等がない比較的小規模の事業所や個人経営の事業所等
インターネット回答に必要な書類が、４月に国から郵送されました。
インターネット回答済みの事業所に調査票は配布されません。
２.青色の封筒
〇対象▶１で回答が確認できなかった事業所、新設等で郵送できなかっ

た事業所
調査員が５月末までに調査書類をお届けします。調査票を受取り後、
期限内に回答をお願いいたします。
３.黄色の封筒
〇対象▶支所を有する企業等
５月に国から調査書類が本社へ郵送されます。調査票を受取り後、期
限内に回答をお願いいたします。

◦５月中に、調査員がすべての事業所へ活動状態の確認に伺う場合があ
ります。

◦回答はインターネット回答を推奨しています。一時保存、修正等も簡
単にできます。



13　広　報　たつの 5 月号

辰野町役場（市外局番 0266）　 41-1111　 41-3976

広　報　たつの 5 月号　12

辰野町
農業委員会
からのおしらせ
問辰野町農業委員会事務局
（役場産業振興課内）

内線2144

■
農
地
の
適
正
な
利
用
・

管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
地
に
住
宅
等
の
建
物
を
建
て
た
り
、

農
地
を
駐
車
場
や
資
材
置
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
場
合
は
農
地
の
転
用
許
可
が
必
要

で
す
。
許
可
な
く
そ
の
よ
う
な
行
為
を

行
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
違
反
転
用
で
す
！

　
庭
木
や
石
を
置
い
て
庭
と
し
て
使
っ
て

い
る
、
重
機
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
す
る
、

採
掘
や
工
事
で
出
た
残
土
を
置
い
て
い

る
、
産
業
廃
棄
物
を
置
い
て
い
る
と
い
っ

た
行
為
も
違
反
転
用
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
は
、
工
事
等

を
中
止
し
、
原
状
回
復
の
指
導
・
勧
告
・

命
令
を
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
応
じ
な
い
場
合
は
、
罰
金
等
の
厳
し
い

罰
則
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
農
地
法
に
よ
る
許
可
を
申

請
し
て
も
、
許
可
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
既
に
違
反
転
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
で
も
、
手
続
き
を
踏
ん
で
違
反
転
用
状

態
を
解
消
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
身
が
所
有
す
る
農
地
に
２
a

（
２
０
０
㎡
）
未
満
の
農
業
用
倉
庫
を
建
て

る
場
合
は
、
届
出
の
み
必
要
で
す
。

■
農
地
に
関
す
る
お
悩
み
は
・
・
・

　
農
地
の
管
理
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
、

農
地
取
得
や
貸
借
、
農
地
転
用
等
の
手
続

き
に
関
す
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
農
業
に
挑

戦
し
て
み
た
い
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
相

談
や
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

辰
野
町
で
は
、
農
業
委
員
７
名
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
７
名
が
町
内
の
各

地
区
を
担
当
制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、毎
月
第
３
水
曜
日
に
役
場
内
で
農
地・

営
農
相
談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農地・営農相談会
◦日時　5月20日（水）
　　　　 午前10時～正午
◦会場　役場１階　第２会議室
●農地相談だけでなく、営農に関する相

談も受付けています。これから農業を
始めたいがどうしたらいいかお考えの
方も、お気軽にお越しください。

●なお、相談日以外でも随時相談に応
じます。

今月の 費用無料・予約不要

役場から情報連絡手段としてＳＭＳを活用しています！

　辰野町では、効率的な情報発信の手段として、携帯電話に直接メッセージ
が届く「ＳＭＳ」での情報発信をしています。
※ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）とは、電話番号を宛先として携帯電話やス

マートフォンにメッセージを送付するものです。メッセージは送信専用です。

　令和８年４月より、辰野町赤十字奉仕団は
新しい体制で活動をスタートしました。団員
は公募により集まり、地域で「やってみよう」

「役に立ちたい」という強い想いで立ち上がっ
たチームです。現在46人のメンバーで、地域
防災や赤十字の奉仕活動に取り組んでいます。
　赤十字の活動に、特別な資格や経験は必
要ありません。日常の「やさしさ」と、いざ
という時に動ける「行動力」が、災害時や日
常の支え合いにつながります。団員は随時
募集しています。詳細等、お気軽にお問合
せください。

辰野町からのＳＭＳは、以下
の番号で送信されますので、
受信の際はご確認ください。

●NTTドコモ・ａｕ・楽天モバイルの場合
　0266411111
●ソフトバンクの場合　243056

辰野町農業委員会事務局
役場産業振興課内　内線2142

◆詐欺にご注意ください
電話番号の確認には万全を期し
ていますが、万が一メッセージ
の内容に心当たりがない場合に
は、発信元である担当課へご連
絡ください。

◆活用事例
・定例会議の開催通知
・電話がつながらないときの

連絡依頼　など

問役場総務課　文書係　内線2208

問・申込み　役場保健福祉課　社会福祉係　内線2135

蛍光管・使用済み乾電池収集のお知らせ
問役場住民税務課　生活環境係　内線2114

いずれも当日の朝８時までに収集場所へ出してください。
詳細については辰野町ホームページをご確認ください。

辰野町赤十字奉仕団スタート！～「あなたの力」を地域のために～ 参加者
募集

　炊き出し講習会を行います!!
　新体制初の活動として、炊き出し講習会を実施します。今回
は団員だけでなく、町民の皆さんも参加できる講習会です。
　「災害時、温かい食事はどうやって作るの？」「どんな段取り
が必要？」そんな疑問を、実際に体験しながら学ぶことができ
ます。地域の備えを一緒に強めていきませんか。皆さんのご参
加をお待ちしています。
■日　　時　５月31日（日）　午前10時～
■場　　所　保健福祉センター「ぬくもりの里」
■対　　象　町民どなたでも（年齢不問）・奉仕団員
■内　　容　大鍋炊出し、防災食体験など
■申込方法　電子申請、または直接お電話でお申込みください。

蛍光管収集 5月20日（水） 乾電池収集 5月27日（水）
・割れているもの・LEDラ
イト・電球は収集できま
せん。

・自動車用バッテリーは収集できま
せん。充電式電池やモバイルバッ
テリーは回収します。

問
辰
野
町
消
防
団
本
部

　（
役
場
総
務
課
内
）　
内
線
2
2
1
0

消
防
通
信

辰野町の生命財産を守る
ために頑張ります。

団員と協力しながら、辰
野町民の暮らしを守って
いきます。

地域とのつながりを大
切に、防災に努めて参り
ます。

誠心誠意、地域の防災に
尽力します。

地域の防災に、団員一丸
となり全力で取り組み
ます。

小
澤 

佑
規 

本
部
長

近
藤 

源
之
進 

常
備
長

吉
江 

敦
貴 

分
団
長

黒
澤 
治
樹 

分
団
長

槇
本 

和
旭 

分
団
長

消
防
団
本
部

常
備
部

第
７
分
団

第
６
分
団

第
４
分
団

　辰野町消防団では随時団員を募
集しています。詳しくは消防団本
部またはお近くの消防団員へお声
がけください。

■消防団員募集中

　３月29日（日）に辞令交付
がおこなわれました。新しい
本部長・常備長・分団長をご
紹介します。

■消防団の新体制が
　整いました

管
轄
　
全
町

管
轄
　
平
出

管
轄
　
沢
底・赤
羽・樋
口

管
轄
　
宮
木・新
町

電子申請はこちら▲
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各
種
相
談
日

育児相談
すくすく相談室

（育児）
妊娠中の方もご利用い
ただけます

5/ 7

（木）

受付
午後3時〜

4時30分

会
場
な
ど

たつの町保健福祉セ
ンター（ぬくもりの里）

受付時間内に直接会場へ
お越しください。利用日
時の予約も可能です。右
記二次元コードまたは、
問合せ先までご連絡くだ
さい。※歯科相談は要予約。
問役場子育て応援課　内線2186

6/ 4
受付
午前9時30分〜

11時

心配ごと相談 5/ 8（金）午後1時～3時 老人福祉センター
問社会福祉協議会　 ４１－４５００5/22

行政相談 5/ 8（金） 問役場総務課　内線2207
法律相談 5/22 （金） 午後3時～4時 要予約。詳細は社協へ
交通事故

巡回相談 5/28 （木） 午後1時～3時 伊那合同庁舎 要予約。 上伊那地域振興局総務管理
課 県民生活係　 0265－76-6803

行政書士無料相談 5/13（水）午後1時～3時 行政書士会伊那支部
事務局（伊那市） 要予約。 0265-7３－2208 次回 6/10

税金無料相談 5/13（水）午後1時30分～
3時

税理士会伊那支部
事務局（伊那市） 要予約。 0265-74-8170 次回 6/3

※当番医・薬局・水道工事店は都合により変更となる場合もあります。

●歯科の日曜・祝日・休日の診療は上伊那口腔保健センター（伊那市）で午前８時 30 分～ 11 時 30 分受付（ 0265-78-8510）

※相談日は都合で休止・変更となる場合があります。

当
番
医
・
当
番
薬
局
・
水
道
工
事
当
番
店

当番医 当番薬局 水道工事当番店
5/ 3 （日・祝日） 堀田内科クリニック（南箕輪村） ほたる薬局春日街道（南箕輪村） ㈲にいむら設備工業
5/ 4 (月・祝日） 古村医院（下辰野） 日本調剤辰野薬局（上辰野） ㈲辰野ヤジマ設備工業
5/ 5 （火・祝日） 福島医院（箕輪町） アイセイ薬局伊那店(箕輪町） 松田設備㈲
5/ 6 （水・振休） しろざき内科クリニック（箕輪町） アイン薬局みのわ店（箕輪町） ㈱ノザワ
5/ 7 (木） 水道建設㈱辰野営業所
5/ 8 （金） ㈲古村建設設備
5/ 9 （土） 加藤設備工業㈲
5/10 （日） 伊北クリニック（箕輪町） 伊北ハヤシ薬局（箕輪町） ㈲にいむら設備工業
5/17 （日） ユーカリの森クリニック（箕輪町） ほたる薬局伊北店（箕輪町） ㈲辰野ヤジマ設備工業
5/24 （日） むらおか内科クリニック（中央） ほたる薬局辰野店（中央） 松田設備㈲
5/31 （日） 上伊那生協病院（箕輪町） けやき薬局（箕輪町） ㈱ノザワ

上伊那クリーンセンター　 0265-98-8337 クリーンセンター八乙女　 0265-79-8773
受 入 日　毎週月曜日～金曜日
受入時間　午前８時30分～午後４時30分

受 入 日　毎週月曜日～金曜日
受入時間　午前８時30分～午後３時30分

今月の
ごみの搬入
ごみは、きまりを守って

出しましょう 両施設ともに、５月６日（水・振休）は終日休止となりますのでご注意ください。

辰野図書館  　41-2574  　41-4820

だより図書館
今月の
図書カレンダー

5月

●おはなしのへや、折り紙教室 9日（土） 午前10時30分～ ●えほんのへや 15日（金） 午前10時30分～
●セカンドブック 30日（土） 午前11時～ 対象：令和5年4月生まれ ●ホリデイ・くらふと 5日（火・祝日） 午前10時30分～
●消しゴムはんこ教室 6日（水・振休） 午前10時30分～ ●まちとしょシネマ 10日（日） 午前10時30分～/午後2時～
●講演会 31日（日） 午後1時30分～

●休館日
●催し
●セカンドブック

● ● ● ●
● ● ●

●
● ●

● ●

日 月 火 水 木 金 土
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 6/1 2 3 4 5 6

イベントは都合で変更・中止
となることがあります。

辰野図書館
蔵書検索

『読みきかせ基礎講座』受講生募集
“子どもと本を結ぶ読みきかせ”の基礎を６～11月の
６回にわたり学ぶ大人向けの講座です。
金曜日　午前10時15分～11時 45分
※お申込み・お問合わせは図書館まで

『たつの語りの会（仮称）』受講生募集
「お話」の語り手を養成し、子どもたちにお話を届ける
文化をつくることを目指す講座です。
土曜日　午後1時30分～3時
※お申込み・お問合わせは図書館まで

各コーナーへテーマに即した
展示をしています今月のテーマ展示

●ホール中央
◦景色をみる
◦海を渡る日本文学
◦花めぐり、小説めぐり
●児童書コーナー
◦春を感じる本

●絵本コーナー
◦「こどものとも」
　　　創刊 70 周年
◦きせつのえほん

■
蔵
書
点
検
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
６
日
（
月
）
～
４

月
13
日
（
月
）
の
８
日
間
、

蔵
書
点
検
の
た
め
臨
時
休

館
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
点
検
の
結
果
は
、
来

月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
ご
理
解
ご
協
力
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■「
図
書
館
を
も
っ
と
身
近

に
暮
ら
し
の
な
か
に
」

5
月
は
図
書
館
振
興
の
月

　

４
月
30
日
の
「
図
書
館

記
念
日
」
に
つ
づ
く
５
月

は
図
書
館
振
興
の
月
で
す
。

新
緑
を
背
景
に
、
図
書
館

員
が
連
帯
し
な
が
ら
、
社

会
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

図
書
館
振
興
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
進
め
よ
う
と
、
昭
和

46
（
1
9
7
1
）
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
辰
野
図

書
館
へ
の
ご
意

見
ご
要
望
も
お

気
軽
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

「ことばがきみのはねになる」

5月 12日までは子どもの読書週間
　１冊の本があれば、いつでも、どこでも、ひとりでも、だ
れとでも楽しめる「読書」。読書の楽しさをご家庭で共有して
みませんか。辰野図書館でも隔月でテーマ図書を選定するな
ど、読書の楽しさをお届けするお手伝いをしています。

スタンプラリー
※プレゼントがなくなり次第終了
５月31日（日）までに３回以上本を借りてくれ
た小学生以下のお子さんに、素敵なプレゼントを
ご用意してお待ちしています。
まちとしょシネマ（DVD 上映会）
・午前 10時 30分～
　『科学×冒険サバイバル２昆虫世界のサバイバル』
・午後 2時～
　『恐竜超伝説２劇場版ダーウィンが来た！』

5/10
（日）

６
／
19
㈮
開
講
！

７
／
４
㈯
開
講
！

5/31（日）
まで

賀谷恭子さん講演会『「お話」についての講演会』
５月31日（日）午後１時30分～３時30分
詳細は決まり次第お知らせします。

要
申込
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地域おこし協力隊 小林
昭
広
の

リンリン
サイクリング

安
全
に
走
る
た
め
の“
備
え
”と
し
て

　
春
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

grav bicycle station

に
て
「
メ
カ
ニ
ッ

ク
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
連
載
で
も
交
通
安
全
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は“
自
分
で
で
き
る

備
え
”と
し
て
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
中
の
ト
ラ
ブ
ル
で
最
も

多
い
の
が「
パ
ン
ク
」で
す
。
こ
の
対
応
を

自
分
で
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
安
心
し
て

走
れ
る
範
囲
は

大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
講
習

で
は
ま
ず
、
走

る
前
の
基
本

の
点
検
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。例
え
ば「
空

気・ブ
レ
ー
キ・

チ
ェ
ー
ン
・
ガ

タ
つ
き
」
等
を

確
認
す
る
こ
と
で
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
続
い
て
、
パ
ン
ク

し
た
と
き
の
チ
ュ
ー

ブ
交
換
を
実
際
に

体
験
し
ま
し
た
。
タ

イ
ヤ
の
外
し
方
や

チ
ュ
ー
ブ
の
扱
い
方
な
ど
を
一
つ
ひ
と
つ

確
認
し
な
が
ら
進
め
、
初
心
者
や
女
性
の

参
加
者
も
含
め
、
全
員
が
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
世
界
一
周

自
転
車
冒
険
家
で
あ
りgrav bicycle

代

表
の
小
口
良
平
さ
ん
。
実
体
験
に
基
づ
い

た
話
は
分
か
り
や
す
く
、
参
加
者
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
講
習
後
は
、
実
際
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
へ
。

地
元
の
蕎
麦
屋
さ
ん
や
お
店
に
立
ち
寄
り

な
が
ら
、
辰
野
町
の
魅
力
を
感
じ
る
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
は
、

交
通
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
日

常
の
点
検
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
知
識
も

大
切
で
す
。
辰

野
町
で
も
、
自

転
車
に
乗
る
人

が
安
心
し
て
楽

し
め
る
環
境
づ

く
り
と
あ
わ
せ

て
、
学
び
の
機

会
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

自転車と◯◯　その17
「自転車とメンテナンス」

菅す
が

　
新あ
ら

汰た 

隊
員

吉よ
し

村む
ら 

知ち

紗さ 

隊
員

鈴す
ず

木き 

美み

結ゆ
い 

隊
員

風か
ざ

間ま

　
農あ

つ
し

隊
員

岩い
わ

本も
と 

桃も
も

子こ 
隊
員

地域おこし協力隊の

田舎シゴト
号外

地域おこし協力隊のオシゴト（活動）
の一端を紹介するコーナーです。

仕事や趣味などについて教えてください
　私は岡谷市の会社員として働いています。
休日は野球、ゴルフをしています。紹介いた
だいた優太郎さんとは小中学校、現在も同
じチームで野球をしています。旅行も好きで
行ったことのない県に行き充実した週末を過
ごしています。

最近うれしかったことは？
　大学時代の友達と久しぶりに遊ぶ機会があり、御射鹿池に
行きリフレッシュしました。そのあと飲み会をして、大学時代
の話や近況を語り合いながら盛り上がり、楽しい時間を過ご
すことができて、本当にうれしかったです。

こんな町にしたい・なったらいいな
　活気にあふれ、日々の暮らしを楽しむことができる町になっ
たらいいなと思います。辰野町に来た人にとっても、不自由
なく安心して生活でき、人とのつながりや温かさを実感できる
町となり、これからも住み続けたいと思える魅力ある町になる
ことを期待しております。

RELAY INTERVIEW
リレー
インタビュー
友だちから友だちへ輪を広げるリレーインタビューコーナーです。

次回６月号は、佐々木由利さんから紹介された中央の山本しのぶさんです。
松尾遼汰さんからは、竹入歩城さん（新町）へリレーされます。

髙木優太郎さんから紹介された
松尾　遼汰さん（宮所）

活
気
あ
ふ
れ 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
に

新入隊員です。新入隊員です。
町で見かけたら町で見かけたら
お声がけください！！お声がけください！！

　地域の暮らしや産業の現場に深く関
わりながら、新しい価値をつくってい
きたいという思いが強くなり家族とと
もに辰野町への移住を決意しました。
これからは、有機種子の採種や育種、
有機栽培について学びながら、地域
の魅力へとつながる取り組みに関わっ
ていきます。地域の皆さんとの出会い
や日々の経験を大切にしながら、少し
ずつ地域の力になれるよう頑張ってい
きます。

　前職ではPR会社で、情報発信や魅
力の伝え方に関わる仕事をしていまし
た。その経験を生かして、辰野町の
魅力をもっと多くの方に知ってもらい
たいと思い、観光推進のミッションを
選びました。
　辰野町には、サイクリングやホタル
をはじめ、すでにたくさんの魅力があ
ります。そうした魅力を大切にし、少
しずつ地域のことを学びながら、辰野
町をもっと好きになってもらえるきっか
けをつくれるよう頑張ります。

　貸農園で約３年間、有機農業を実践
し、土に触れる時間や季節に寄り添う
暮らしに魅力を感じてきました。より
専門的に学びたいという思いから、地
域おこし協力隊への参加と辰野町へ
の移住を決意しました。今後は、有機
の種子や野菜づくりの知識・技術を身
につけながら、地域の皆さんとの交流
を大切にし、人と環境にやさしく、自
然に寄り添う農業に挑戦していきたい
と考えています。

　名前に農業の「農（あつし）」とついて
いることから、きっと、ずっと「農業」
を意識して生きてきたのだと思います。
２年前からかやぶきの館にある土恋処
で畑をしながら滞在しており、前職で
居住していたブラジルの珍しい野菜な
どを有機栽培で作っていました。この
度、辰野町で「農業に携わって社会貢
献する」ことに再度挑戦したく思いまし
て応募させていただきました。

　今まで映像やイベント制作に携わ
り、人と試行錯誤しながら一人ではで
きないものが形になる瞬間にやりがい
を感じてきました。休みに農家を訪ね
田畑に入る中で、暮らしは自然と切り
離せず、その土台には森があると実感
しました。豊かな自然や人の繋がりが
息づく辰野町で、森を面白いと感じる
きっかけをつくり、出会う人たちと悩
みや喜びを分かち合いながら共に歩ん
でいきたいです。

町
の
有
機
農
業
振
興

に
関
す
る
活
動

観
光
推
進に

関
す
る
活
動

町
の
有
機
農
業
振
興

に
関
す
る
活
動

町
の
有
機
農
業
振
興

に
関
す
る
活
動

町
の
林
業
振
興

に
関
す
る
活
動

mission

mission
mission

mission

mission



広　報　たつの 5 月号　1819　広　報　たつの 5 月号

入学式

こ ど も 広 報こ ど も 広 報令和 8 年 5 月 1 日

こ
う
　
　
　ほ
う

5月1日号
発行

辰野町役場

こ ど も 広 報 令和 8 年 5 月 1 日

人
じ ん

生
せ い

が変
か

わる？！一
い っ

生
しょう

モノの体
た い

験
け ん

を
　ニュージーランドワイトモホームステイプログラ
ム壮

そう
行
こう
会
かい
を開

かい
催
さい
。参

さん
加
か
する８人

にん
は「不

ふ
安
あん
もあるが貴

き

重
ちょう
な機

き
会
かい
なので楽

たの
しみたい」「積

せっ
極
きょく

的
てき
に行

こう
動
どう
し英

えい
語
ご

力
りょく
を身

み
に付

つ
けたい」

など意
い
気
き
込
ご
みを語

かた

りました。

ありがとう 平
ひらい

出
で

保
ほ

育
い く

園
え ん

　平
ひらい

出
で
保
ほ
育
いく

園
えん

で最
さい

後
ご
の卒

そつ
園
えん

式
しき

が行
おこな

われ、
卒
そつ

園
えん

児
じ
９人

にん
がおうちの方

かた
や先

せん
生
せい

、在
ざい

園
えん

児
じ
ら

に感
かん

謝
しゃ

の気
き
持
も
ちを

伝
つた
えました。

　その後
ご
閉
へい

園
えん

セレ
モニーが開

ひら
かれ、

多
おお
くの人に見

み
守
まも
ら

れながら65年
ねん

の
歴
れき

史
し
に幕

まく
を下

お
ろし

ました。

６年
ね ん

生
せ い

を送
お く

る会
か い

 ５年
ね ん

生
せ い

を中
ちゅう

心
し ん

に企
き

画
か く

～辰
た つ

野
の

南
みなみ

小
しょう

学
が っ

校
こ う

～
　卒

そつ
業
ぎょう
をひかえた６年

ねん
生
せい

へ各
かく

学
がく

年
ねん
から感

かん
謝
しゃ

とお祝
いわ

いを伝
つた

えました。
縦
たて

割
わ
り班

はん
の在

ざい
校
こう

生
せい

からは
メッセージカードのプレ
ゼントも。司

し
会
かい

進
しん

行
こう
を務

つと

める５年
ねん

生
せい

の姿
すがた

に、安
あん

心
しん

した様
よう

子
す
の６年

ねん
生
せい
でした。

おじいちゃんおばあちゃんと笑
え

顔
がお

の交
こう

流
りゅう

羽
う

北
ぼ く

保
ほ

育
い く

園
え ん

卒
そ つ

園
え ん

児
じ

　ふらっと辰
たつ

野
の
を利

り
用
よう
するみなさんが小

しょう
学
がっ

校
こう

入
にゅう

学
がく
のお祝

いわ
いにかけつ

け、手
て
作
づく
りのぞうきんや

お守
まも
りなどをプレゼント。

子
こ
どもたちからはお礼

れい
の

歌
うた

が披
ひ
露
ろう
され、ステキな

交
こう
流
りゅう
を楽

たの
しみました。

ようこそ先
せ ん

生
せ い

４月
がつ
に町

ちょう
内
ない
小
しょう
中
ちゅう
学
がっ
校
こう
へお迎

むか
えした先

せん
生
せい
方
がた
です。

三
み

輪
わ

神
じ ん

社
じ ゃ

で「祈
き

年
ね ん

祭
さ い

・入
にゅう

学
が く

祭
さ い

」
　今

こん
春
しゅん
、小

しょう
学
がっ

校
こう

へ入
にゅう

学
がく

する８人
にん

が保
ほ
護
ご
者
しゃ
ら

と一
いっ

緒
しょ

に参
さん

列
れつ
し、新

あらた
たな

環
かん

境
きょう

への第
だい

一
いっ

歩
ぽ
を踏

ふ
み出

だ

す節
ふし

目
め
を祈

き
願
がん
。元

げん
気
き
に小

しょう

学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を送
おく

れるよう、
祈
き
祷
とう
を受

う
けたお守

まも
りや文

ぶん

房
ぼう
具
ぐ
をいただきました。

ドキドキわくわく 町
ちょう

内
な い

保
ほ

育
い く

園
え ん

で入
にゅう

園
え ん

式
し き

　新
しん

町
まち

保
ほ

育
いく

園
えん

には新
あたら

しく７人
にん

のお友
とも

だちが入
にゅう

園
えん

。根
ね

津
づ

新
しん

町
まち

区
く

長
ちょう

は
「楽

たの
しく安

あん
全
ぜん

に園
えん

生
せい

活
かつ

が送
おく

れるよう、みなさんの成
せい

長
ちょう

を見
み

守
まも

りたい」
と話

はな
し、役

やく
目
め

を終
お

えた御
おん

柱
ばしら

で作
つく

った絵
え

馬
ま

をプレゼント
しました。

みんなの門
か ど

出
で

を祝
い わ

う“すぷりんぐコンサート”
～辰

た つ

野
の

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

吹
す い

奏
そ う

楽
が く

部
ぶ

～
　保

ほ
護
ご

者
しゃ

や多
おお

くの地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

らが集
あつ

まり開
かい

催
さい

。ソロの美
うつく

しい音
ね

色
いろ

や、
辰
たつ

野
の

西
にし

小
しょう

学
がっ

校
こう

の金
きん

管
かん

バンドを引
いん

退
たい

した６年
ねん

生
せい

有
ゆう

志
し

、伊
い

那
な

谷
だに

マーチン
グバンドT

て ん り ゅ う
ENRYUのパフォーマンスもあり見

み
ごたえのあるステージを

繰
く
り広

ひろ
げました。

4/3
（金

きんようび
）

3/15
（日

にちようび
）

3/8
（日

にちようび
）

3/6
（金

きんようび
）

3/25
（水

すいようび
）

3/7
（土

どようび
）

3/9
（月

げつようび
）

　

辰た
つ

野の

西に
し

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

に
は
元げ
ん

気き

い
っ

ぱ
い
の
60
人に
ん

が
入
に
ゅ
う

学が
く
。
児じ

童ど
う

会か
い

長ち
ょ
う

の
古ふ
る

屋や

さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
と
一い
っ

緒し
ょ

に
学が
っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

を
送お
く

れ
る
こ
と
が

楽た
の

し
み
」
と
歓か
ん

迎げ
い
。
中な
か

谷や

副ふ
く

町ち
ょ
う

長ち
ょ
う

か
ら
「
か
わ
い
い
１
年ね
ん

生せ
い

を
大た
い

切せ
つ

に
し
て
あ
げ
て
」
と
在ざ
い

校こ
う

生せ
い

の
み

な
さ
ん
へ
お
話は
な
しが
あ
り
ま
し
た
。

　
両
り
ょ
う

小お

野の

中ち
ゅ
う

学が
っ
校こ
う
へ
は
17
人に
ん
が
新あ
ら
た

に
仲な
か

間ま

入い

り
。
お
互た
が

い
の
制せ
い

服ふ
く

姿す
が
た

に
恥は

ず
か
し
そ
う
な
様よ
う
子す

を
見み

せ
つ

つ
、
笑え

顔が
お
で
記き

念ね
ん
撮さ
つ
影え
い
。
富と
み
田た

校こ
う
長ち
ょ
う

は
「
３
年ね
ん
間か
ん
で
様さ
ま
々ざ
ま
な
こ
と
に
挑
ち
ょ
う

戦せ
ん

し
自じ

分ぶ
ん
の
意い

志し

で
歩あ
ゆ
ん
で
い
け
る
強つ
よ

い
精せ
い
神し
ん
を
養
や
し
な

っ
て
」
と
エ
ー
ル
を
送お
く

り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
新し
ん
生せ
い
活か
つ
を
思お
も
い
切き

り

楽た
の
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！

さ
く
ら
も

さ
く
ら
も
祝祝し

ゅ
く

し
ゅ
く

福福ふ
く
ふ
く

！！

期期きき

待待た
い
た
い

にに
胸胸む

ね
む
ね

ふ
く
ら
ま
せ

ふ
く
ら
ま
せ

は
じ
け
る

は
じ
け
る
笑笑ええ

顔顔が
お
が
お

ちびっこ愛ランド
問 43-3722

保育園の園解放

聖ヨゼフ幼稚園
問 41-0633

開所の情報等はチラシまたは
ホームページをご確認ください。

保育園では入園前のお子さんを
対象に園解放を行っております。
（旧ふれあい保育）詳しい内容や
持ち物等については、各園へお
問合わせください。
●5/19 (火)　羽北保育園
●5/20 (水)　小野保育園
●5/22 (金)　新町保育園
●5/26 (火)　中央保育園
●5/27 (水)　東部保育園

●子どものことを考える会
　・・5/1 （金）　３歳児の様子
●ふれあい保育
　・・5/20（水）
　はじめまして、よろしくね！
　幼稚園探検

5月

5月

5月

問各保育園(午前10時～)問各保育園(午前10時～)

４月
がつ

６
む い か
日（月

げつようび
）

町
ちょう

内
ない

の小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で入
にゅう

学
がく

式
しき

が
行
おこな
われました。

西小のみなさんと息の合った西小のみなさんと息の合った
演奏も披露演奏も披露８人の絆が感じられるステージ８人の絆が感じられるステージ

現地で人気の書道を披露する皆さん現地で人気の書道を披露する皆さん

卒
園
証
書
を

卒
園
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た

受
け
取
り
ま
し
た

感謝の気持ちを込めて歌う感謝の気持ちを込めて歌う
卒園児のみなさん卒園児のみなさん

感謝の気持ちとともに感謝の気持ちとともに
メッセージカードを手渡しましたメッセージカードを手渡しました

「元気な１年生になってね！」「元気な１年生になってね！」

ご祈祷を受ける参列者ご祈祷を受ける参列者

よろしくお願いします！よろしくお願いします！

笑顔でハイポーズ！笑顔でハイポーズ！

親子で記念撮影！親子で記念撮影！

リボン徽章をつけてもらう新入生リボン徽章をつけてもらう新入生

元気いっぱいにうたを歌いました元気いっぱいにうたを歌いました
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温かなご支援に心より感謝申し上げます

　小野剛さんのご尊父である故･小野修一さんから、令和
６年12月に町へ多額のご寄附を頂きました。この度紺綬
褒章及び遺族追賞伝達式が行われ、剛さんは「生まれ育っ
た辰野町に何ができるか父はいつも考えていた。町のた
めに生かされれば父も喜ぶと思う」と話されました。

ほたる祭りに向け本格始動！
　第78回信州辰野ほたる祭りのポスター原画がお披露目さ

れました。昨年に
続き切り絵作家の
浦野栄一さんが制
作。水辺から湧き
上がるほたるを見
つけ喜ぶ様子や、
美しいグラデー
ションが表現さ
れ、季節の植物や
ぴっかりちゃんが
隠れている遊び心
満載の作品です。

“むらとしょ”が生まれ変わりました
　小野の旧図書館が「むらとしょ」としてグランドオープン。
タレントの矢部太郎さんがゲスト出演し紙芝居の朗読やトー

クイベントが開
催されました。
　書店や私設図
書館、ワーキン
グスペースが備
わる場所に生ま
れ変わったむら
としょ。ぜひ足
を運んでみませ
んか？

現地で見て感じ 貴重な体験を
　台湾研修旅行に参加し、無事帰国した辰野高校の皆さん。
桜の記念植樹や現地生徒との交流の他、台湾の文化に触れ

日本ではできな
い価値ある体験
ができたようで
す。実際に見て
感じた景色が、
皆さんの人生を
変えるかもしれ
ませんね。

地域創生
－住み続けたい“まち”の実現をめざして－

　令和２年のご縁か
ら、株式会社パソナ
グループと数々の交
流を重ね、この日包
括連携協定を締結。
執行役員の大出さん
から「培ってきた地
域活性化のノウハウ
を生かし、未来に希
望を持てるまちづく
りをともに実現でき
れば」と力強い言葉
をいただきました。

30年後、再び…
　新町発足70周
年記念事業完結イ
ベントとしてタイ
ム カ プ セ ル を 埋
設。タイムカプセ
ルは小中学校や一
般から寄せられた
271通の手紙のほ

か70周年記念等の関連資料が入れられ、100周年記念の開封
時まで長い眠りにつきました。

町のさらなる成長へ 新たな一歩を
　新規採用職員
９人を迎え、令
和８年度辞令交
付式・始業式が
開かれました。
舟 橋 議 長 か ら

「人口減少対策
は全職員共通の
課題。他の自治

体が行っていない公民連携をぜひ果たしていただきたい」と
激励がありました。

“貯筋”で 健康な身体を
－健康長寿応援広場－
　減少する筋肉を
鍛え、健康な身体
を維持するための
知識を身に付ける
講演会を開催。運
動 の 実 践 や、展
示・体験ブースも
用意され、体を動
かしながら健康に
ついて学びました。

上伊那地区 春の山火事予防パレード
　山火事予防意識の啓発や対策を強化し、森林の保全と地域

の安全に資するこ
とを目的として実
施。「風が強く空
気が乾燥する春先
は特に気をつけ
て」と注意を呼び
掛けました。

健康ポイントＷチャンスプレゼント贈呈式
　３月５日(木)に行われた抽選会で７人が当選。贈呈式に

訪れた５人は「育
てている野菜を
しっかり食べてい
る」「日課は犬と
の散歩」「減塩食
を心掛けている」
などと話し、積極
的に健康づくりに
励まれていました。

辰野町赤十字奉仕団 新体制発足総会
　新たに今福孝枝さん(川島)が委員長に就任し、今年度よ
り団員を公募した新体制で始動。分区長の武居町長は「先人
が積み上げてきたものを継承しつつ、新しい奉仕団を作り上
げることは町
にとって大き
な希望」と話
しました。皆
さんもぜひ講
習会等に参加
してみません
か？

フォトダイアリーフォトダイアリー
PhotoDiary ３〜４月　辰野町を拠点に活動するBrilliant Nova earth、Stella

の皆さん12人が、千葉県で行われる全日本チアリーディ
ング＆ダンス全国選手権大会USA Nationals2026出場
を報告。「会場を１番盛り上げる演技をしたい」「チーム
一丸となり見てくれる方を笑顔にできるように頑張りたい」
と意気込みを語りました。

　岡谷南高校の佐野天里
さん(川島)が静岡県で行
われる全国高等学校選抜
ローイング大会出場を報
告。舵手付きクォドルプ
ルからシングルスカルに
種目変更した佐野さんは

「他の選手に比べ身体が小
さいので、持久力を強化
し表彰台を目指したい」
と決意を述べました。

3/27
金

3/22
日

4/1
水

3/23
月

3/13
金

3/11
水

3/16
月

3/22
日

3/7
土

3/4
水

3/26
木

3/29
日

笑顔でポーズをとる選手の皆さん

大会に向け
意気込みを語る佐野さん

現地での様子
（提供写真）

3/18水〜21土
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毎日が多文化日和 　今
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回
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力
りょく

隊
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 のりのぶひでかさん の活

かつ
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レポートをお知
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問
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課
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ベトナム料
りょう

理
り
とフィリピン料

りょう
理
り
を　しょうかいします。

１つめは　ベトナムの“ブンチャー”です。　焼
や
いた豚

ぶた
肉
にく
が　スープの中

なか
に入

はい
って

います。
米
こめ
の粉

こな
でつくった麺

めん
を　はじめてたべました。　ふつうの麺

めん
よりも　食

た
べやすいです。

ナンプラーがはいったスープが　とてもおいしいです。
２つめは　フィリピンのプリン“レチェフラン”です。　コンデンスミルクと卵

たまご
が

たくさんはいっています。　チーズケーキみたいです。
フライパンでやいて　こげめをつける人

ひと
もいます。　みんな自

じ
分
ぶん
のレシピをもっ

ています。

辰
たつ
野
の
町
まち
でいろんな料

りょう
理
り
に出

で
会
あ
えることはとてもたのしいです。

わたしも料
りょう

理
り
がじょうずになりたいです。

21日
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目
め
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よろず伝言板
ぴっかりちゃんの

人のうごき・令和 8 年 4 月 1 日現在 （　) は前月比
世　帯
7,534世帯（＋45）

人　口
17,572人（ー47）

男　性
8,624人（ー13）

女　性
8,948人（ー34）

インフォメーション
広報たつのへのご意見・ご要望・情報提供は…役場の広報センターへどうぞ

41-1111　 41-0863　  tyusen@town.tatsuno.lg.jp

お誕生おめでとうお誕生おめでとう
誕生日 お名前 住所父 母

3/20
唐 澤　 遼

はるか
ちゃん

恭平 さん 今日子さん 平出
唐 澤　 穂

みのり
ちゃん

3/24 小 川 マ エ ルちゃん マサル さん
アシャル 
デ オガワ 
アンドレア 
マルレネ

さん 北大出

○ 3 月中に届け出（掲載希望）のあった方です

言語コミュニケーション学科　1年　今井遥香 記者

信州豊南
キャンパス
ライフ

3/153/15
（日）（日）

曜日 タイトル・内容
火 図書館だより・町からのお知らせ

水 町内団体紹介番組「かがやけ！辰人たち」
地元食材料理番組「たつめし」

木 上伊那の話題（ICTニュースほか）

金 JAる～らる （JA上伊那の話題）
塩尻市の話題（塩尻市の番組）

土～月 ほたる THE NEWS
（町内の話題）

■特別番組のご案内
・ゴールデンウィーク中は町内で行われた令和７年度
卒業式、卒園式や令和８年度入園式、入学式の特別番組
を放送します。

問役場まちづくり政策課　広報センター　内線 2621・2624

12ch 　 　ほたるch５月の番組表ほたるch５月の番組表

・放送時間　朝7時～深夜0時
・番組は繰り返し放送（都合で変更となることがあります）

辰野町議会
6月定例会
問議会事務局　内線2309

●会期
　６月２日（火）～６月１６日（火）
●一般質問
　６月９日（火）・１０日（水）

◦開会及び最終日は午前10時、一般質問は午前９時30分に開
会します。

◦会場は役場 3 階の議場です。
◦一般質問の様子は後日ほたるchで放送します。
※請願・陳情についてオンライン提出も可能となり

ました。
　詳細は、町ホームページをご覧ください。
●議会の様子を生放送（ライブ配信）しています
　YouTube で一般質問の様子をご覧いただけます。

議会ホームページ

・兵庫県 波戸本　均 様 ・長崎県 安枝　三哲 様

ふるさとを元気に！応援団まち
づくりの

お名前の公表をご了承いただいた方をご紹介します。（順不同）
問役場まちづくり政策課　地方創生係　内線2622

ほか多くの方に温かいお気持ちをお寄せいただきました。「ふる
さと辰野寄付金」へのご協力ありがとうございました。

卒業式が行われました！先輩方の魅力的な晴れ姿がよく映えました !

ご結婚おめでとうご結婚おめでとうご結婚おめでとう
3/  5 武 居 聖 也 さん 宮木 ♥ 　原　　  萌　 さん 伊那市

○3月中に届け出（掲載希望）のあった方です

外
がい

国
こく

人
じん

のための無
む

料
りょう

相
そう

談
だん

会
かい

外
がい

国
こく

人
じん

のみなさん、なんでも相
そう

談
だん

して
ください。

●開
かい

催
さい

日
にち

時
じ
　5月

がつ
13日

にち
・27日

にち
 午

ご
後
ご
５時

じ
〜７時

じ

●会
かい

　　場
じょう

　役
やく
場
ば
　町
ちょう

民
みん
ホール

問
とい

役
やく

場
ば

まちづくり政
せい

策
さく

課
か

 まちづくり係
かかり

　内
ない

線
せん

2227

今
こん

月
げつ

は
第
だい

2・4
水
すい

曜
よう

日
び

に
開
かい

催
さい

チカツ チカラノ
辰野町地域活動支援センターだより

愛称は
「つむぎ」

実は、私たち辰野町地域活動支援センター
には『つむぎ』という愛称があります。写真は
愛称をつけていただいた時から掲げている
看板です。イイ風貌になってきていますね☆
今後も皆さまとの繋がりを紡いでいけるよ
うに活動していきたいと思います。

辰野町障がい者就労支援センター 問　44-1011

辰野町障がい者就労支援センターは『工房ぬく
もり』という名前で皆さんに呼んでいただけるよ
うになりました。名前のとおり、日頃から生麺商
品を通じて「ぬくもり」をお届けしており、多くの
方にご購入いただけていることを大変嬉しく思
います。今後も季節ごとに美味しく、楽しい商品
をお届けしますのでご期待ください♪

味だより工房 ぬ く も り 町の公共交通

ゴールデンウィークの運休
問役場まちづくり政策課　まちづくり係　内線2230
次のように運休します。ご不便をおかけしますがご了承
ください。

機関 運休期間

町営バス 川島線 4/29(水)、5/3(日)～5/6(水)
おのりーな 4/29(水)、5/2(土)～5/6(水)

デマンド型乗合タクシー 4/29(水)、5/2(土)～5/6(水)
※デマンド型乗合タクシーの5/7（木）の予約は、5/1（金）

までにお忘れなくお申込みください。
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　私たちの身近には多くの文化財があります。
現地へ赴くことでより親しみを持ち、その普遍
的な価値を未来へ伝承していくことをテーマ
に、町内の文化財を紹介するシリーズです。

　楡沢の天狗原の西向き斜面に、900本以
上のシダレグリが群落を作って自生しています。
　大正9年（1920年）に「小野村枝垂栗自
生地」として国の天然記念物に指定され、昭
和32年（1957年）に「小野のシダレグリ自
生地」と名称変更されました。
　昭和60年（1985年）には「しだれ栗」と
して、辰野町木にも指定されました。
　シダレグリは火山活動の影響による、シバ
グリの突然変異種といわれています。
　特徴として「しだれ」と「頂芽の枯死」の性質を持ち、側枝の成長
する方向や頂芽の枯れる枝の年数、枝の上に向かう性質と下へ向かう「し
だれ」の性質などの兼ね合いで、様々な樹形が作られています。
　遺伝子分析により、小野のシダレグリが優性の遺伝子であると判明
しました。このことから、自然更新が行われ続け、現在まで群生地と
して生存していると考えられています。
　地元には、「弘法大師が栗の実をとりやすくするために枝を下げてく
れた」、「栗が天狗の食糧で、天狗が腰掛けたため枝垂れた」などの言
い伝えが残っており、シダレグリを見ていると、「何か不思議な力が働
いたのでは？」と考えた、昔の人の気持ちが伝わってくるようです。

●所在地：小野楡沢 5983-1　●指定：国天然記念物　大正 9年 7月 17 日
●所有者：小野山林組合

提供：いいまちたつの知らせ隊

せんこふえき

千古不易
～未来へつなぐ、辰野町の文化財～

※千古不易とは、遠い昔から現在まで変わらずに
　存在する様子を表す四字熟語です。

問町教育委員会 学びの支援課 文化係 41-1681 内線2502

小野のシダレグリ自生地DATA

第２回 小野のシダレグリ自生地

しだれ栗入口

国
道
１
５
３
号

シダレグリ自生地

至塩尻

至辰野

看板あり

JR小野駅

塩嶺王城パークライン
し
だ
れ
栗
森
林
公
園

※しだれ栗入口交差点か
らは狭路のため、こち
らからのルートがおす
すめです。

※


